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『
千
載
集
』
の
編
纂
に
は
、
撰
者
俊
成
が
そ
の
三
十
年
以
上
前
に
関
わ
っ
て
い
た
『
久
 
 

安
百
首
』
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
は
〓
一
六
首
の
歌
が
『
千
 
 

載
集
』
に
採
ら
れ
、
俊
成
が
評
価
し
た
歌
の
多
い
、
有
力
な
撰
歌
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
 
 

が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
、
俊
成
が
崇
徳
院
に
命
じ
ら
れ
て
、
こ
の
百
首
の
部
類
本
 
 

を
編
む
と
い
う
作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
、
『
千
載
集
』
の
編
纂
に
役
立
っ
た
と
み
 
 

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
久
安
百
首
』
の
歌
題
が
主
催
者
崇
徳
院
か
ら
下
さ
れ
た
時
点
で
は
、
春
－
夏
・
秋
 
 

・
冬
■
恋
・
神
祀
・
慶
賀
・
釈
教
・
無
常
・
離
別
二
項
旅
・
物
名
・
短
歌
と
い
う
層
 
 

と
、
各
々
の
歌
数
が
指
定
さ
れ
て
い
た
に
と
ど
ま
る
。
四
季
と
恋
に
つ
い
て
は
、
当
時
 
 

の
青
首
歌
と
し
て
は
題
の
設
定
が
か
な
り
緩
や
か
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
百
首
は
、
俊
成
（
当
時
は
顕
広
）
 
を
含
む
十
四
人
の
百
首
歌
を
並
べ
た
個
人
 
 

別
百
首
の
形
で
、
一
一
五
〇
 
（
久
安
六
）
 
年
に
一
旦
成
立
し
た
。
そ
し
て
、
俊
成
が
 
 

部
類
本
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、
一
一
五
三
 
（
仁
平
三
）
 
年
頃
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
て
 
 

▲
1
こ
 
 

い
る
。
こ
ち
ら
は
勅
撰
集
等
の
一
般
の
撰
集
と
同
様
に
、
四
季
部
・
恋
部
・
雑
部
で
構
 
 

成
さ
れ
て
い
る
ご
ー
の
う
ち
、
神
祇
・
慶
賀
・
釈
教
・
無
常
・
離
別
■
尾
旅
・
物
名
・
 
 

短
歌
が
収
め
ら
れ
た
雑
部
で
は
、
各
歌
越
あ
た
り
の
歌
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
 
 

■
フ
こ
 
 

り
、
歌
は
題
ご
と
に
、
個
人
別
百
首
で
の
作
者
順
 
（
作
者
の
官
位
順
）
 
に
従
っ
て
並
 
 

べ
ら
れ
た
。
 
 
 

『
久
安
百
首
』
部
類
本
か
ら
『
千
載
和
歌
集
』
 
ヘ
 
 

一
 
編
集
方
針
の
継
承
と
展
開
 
－
 
 

山
本
 
晶
子
 
 

皿
方
、
四
季
部
と
恋
部
で
は
、
個
人
別
百
首
の
構
成
を
大
幅
に
改
め
、
一
首
一
首
の
 
 

題
材
や
主
題
を
考
慮
し
て
配
置
を
し
直
す
と
い
う
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
収
録
す
る
 
 

歌
を
自
ら
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
四
季
部
と
恋
部
を
合
わ
せ
る
と
千
首
 
 

を
超
え
る
大
規
模
な
歌
集
の
編
集
は
、
俊
成
に
と
つ
て
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
わ
れ
 
 

る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
特
に
両
者
の
四
季
部
に
つ
い
て
編
集
方
針
を
比
較
す
 
 

る
こ
と
に
よ
り
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
か
ら
『
千
載
集
』
に
受
け
継
が
れ
た
点
、
そ
 
 

し
て
『
千
載
集
』
で
新
た
に
持
ち
込
ま
れ
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
 
 
 

引
用
す
る
和
歌
本
文
と
歌
番
号
は
、
『
千
載
集
』
に
つ
い
て
は
『
新
編
国
歌
大
鹿
』
 
 

に
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
に
つ
い
て
は
『
久
安
百
首
 
校
本
と
研
究
』
（
平
安
末
期
 
 

百
首
和
歌
研
究
会
編
、
笠
間
書
院
）
 
に
拠
る
。
な
お
、
『
久
安
百
首
』
の
歌
に
は
、
稿
 
 

者
の
私
意
に
よ
り
濁
点
を
付
す
。
 
 

二
 
 

『
久
安
百
首
』
部
類
本
四
季
部
を
編
む
に
あ
た
り
俊
成
が
行
っ
た
の
は
、
各
々
の
歌
 
 

の
題
材
や
主
題
か
ら
歌
題
を
判
断
し
、
同
じ
歌
題
の
も
の
を
一
つ
の
歌
群
に
ま
と
め
る
 
 

と
い
う
作
業
で
あ
る
。
各
歌
群
の
冒
頭
に
は
、
「
…
…
を
よ
め
る
」
 
「
…
…
の
心
を
」
等
 
 

の
形
で
歌
題
を
表
す
詞
書
を
付
し
、
一
つ
の
歌
群
の
中
で
は
、
基
本
的
に
は
作
者
の
官
 
 

位
順
に
歌
を
並
べ
て
い
る
。
但
し
、
「
桜
」
 
歌
群
 
（
春
歌
下
、
七
一
首
）
 
や
 
「
月
」
 
歌
 
 

群
 
（
秋
敦
上
、
五
〇
首
）
 
の
よ
う
な
歌
数
の
多
い
歌
群
で
は
、
季
節
や
時
間
の
進
行
 
 

に
従
っ
て
歌
を
数
個
の
小
敵
群
に
分
け
る
と
い
う
処
置
を
行
い
、
各
小
敵
群
の
内
部
で
 
 

の
配
列
を
官
位
順
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
俊
成
は
、
作
者
の
官
位
と
欺
の
内
容
の
両
方
 
 

に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
久
安
百
首
』
部
類
本
と
『
千
載
集
』
四
季
部
の
歌
語
配
列
と
各
々
の
歌
数
は
、
別
 
 

【
．
－
 
 

に
掲
げ
る
一
覧
表
の
通
り
で
あ
る
。
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（
一
－
 
 
 

両
者
で
共
通
に
採
録
さ
れ
た
歌
題
（
傍
線
を
付
す
）
は
、
六
十
層
と
多
数
に
上
る
。
 
 

ま
た
、
双
方
共
に
寿
都
が
 
「
立
春
】
措
に
相
ま
っ
て
 
「
暮
春
」
ま
た
は
「
三
月
尽
」
 
で
 
 

終
わ
り
、
夏
部
は
巻
頭
に
 
「
首
夏
」
 
や
 
「
更
衣
」
、
巻
末
に
 
「
六
月
祓
」
 
の
歌
が
置
か
 
 

れ
る
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
各
部
の
冒
頭
と
末
尾
に
季
節
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
関
す
 
 

る
敢
が
配
さ
れ
、
そ
の
間
に
各
季
節
の
風
物
の
歌
群
が
並
ぷ
、
と
い
う
原
則
も
認
め
ら
 
 

れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
両
者
の
内
容
に
は
か
な
り
共
通
性
の
あ
る
こ
と
が
窺
え
 
 

る
。
し
か
し
、
従
来
の
勅
撰
集
等
に
も
同
様
の
こ
と
ば
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『
久
 
 

安
百
首
』
部
類
本
と
F
千
載
集
』
だ
け
が
特
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
両
者
が
 
 

共
に
過
去
の
撰
集
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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三
 
 
 

一
方
、
『
千
載
集
』
編
纂
の
際
に
あ
え
て
『
久
安
百
首
』
部
類
本
の
構
成
を
受
け
継
 
 

い
だ
と
み
ら
れ
る
箇
所
も
存
在
す
る
。
特
に
、
両
者
の
問
で
、
夏
部
の
 
「
時
鳥
」
題
、
 
 

秋
部
の
「
月
」
嶺
の
歌
群
が
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
に
分
割
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
見
 
 

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
「
時
鳥
」
屠
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
 
 

み
る
。
 
 
 

こ
の
「
時
鳥
」
題
の
歌
は
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
と
『
千
載
集
』
で
は
共
に
、
「
菖
 
 

蒲
」
 
「
花
楠
」
 
「
五
月
雨
」
題
等
を
間
に
挟
ん
で
、
二
つ
の
歌
群
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

歌
の
内
容
を
み
る
と
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
で
の
最
初
の
 
「
時
鳥
」
 
歌
群
 
（
三
一
 
 

三
～
三
三
六
）
 
は
ま
ず
、
以
下
の
よ
う
な
歌
で
始
ま
る
。
 
 

世
中
に
い
か
で
い
は
れ
む
ほ
と
ト
ぎ
す
人
よ
り
さ
き
に
は
つ
ね
き
1
つ
と
 
 

（
三
一
三
・
季
通
）
 
 

恩
寝
の
夢
に
や
き
か
む
郭
公
ま
だ
う
つ
1
に
は
音
づ
れ
も
せ
ず
 
 
（
三
二
ハ
■
教
長
）
 
 
 

ま
だ
鳴
か
ぬ
時
鳥
を
待
ち
望
む
心
情
を
詠
む
、
こ
う
し
た
歌
の
後
、
三
t
一
〇
番
以
降
 
 

に
、
話
圭
が
時
鳥
の
声
を
聞
い
た
こ
と
を
示
す
敵
が
配
さ
れ
る
。
 
 

墓l（（  久 安   

冬 春  百   
の 待  首   
池 つ  部   
輩  類  

／＼  本  

千  
載  
和  
歌  
集   

※
久
安
百
首
部
類
本
の
歌
題
は
、
各
歌
群
冒
頭
の
詞
書
 
 
 

に
従
う
。
「
春
歌
」
 
「
夏
歌
」
等
の
、
季
節
の
指
定
の
 
 
 

み
の
題
は
、
そ
の
季
節
に
固
有
の
風
物
が
配
さ
れ
て
 
 

；
三
 
 

部
公
雲
井
を
わ
た
る
一
声
は
そ
ら
み
～
か
と
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る
 
 （

三
二
〇
・
堀
河
）
 
 

さ
ら
ぬ
だ
に
ふ
す
程
も
な
き
夏
の
夜
を
ま
た
れ
て
も
な
く
時
鳥
か
な
 
 

（
三
三
二
・
顕
広
）
 
 
 

三
二
〇
香
取
の
時
鳥
は
、
こ
の
歌
の
話
主
自
身
が
「
空
耳
」
で
は
な
い
か
と
疑
う
ほ
 
 

ど
、
遠
く
の
空
で
た
だ
一
声
鳴
い
て
過
ぎ
去
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
ご
二
三
二
番
歌
の
話
 
 

圭
も
、
短
い
は
す
の
夏
の
夜
も
時
鳥
は
待
ち
遠
し
い
と
訴
え
て
い
る
。
こ
の
歌
群
に
は
 
 

他
に
も
、
「
き
か
ぬ
恨
を
か
さ
ね
つ
る
か
な
」
 
（
三
一
七
）
、
「
此
暮
に
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
 
 

き
く
や
き
か
ず
や
」
 
（
三
二
六
）
等
、
声
を
聞
け
な
い
不
満
や
、
今
日
は
聞
け
る
か
と
 
 

い
う
期
待
を
示
す
語
句
が
散
見
し
、
声
の
描
写
で
は
、
「
雲
ゐ
の
こ
ゑ
の
ほ
の
ぐ
と
」
 
 

（
三
三
匹
）
 
と
あ
る
よ
う
に
灰
か
に
、
或
い
は
前
掲
の
三
二
〇
番
歌
の
よ
う
に
「
一
 
 

声
」
だ
け
聞
い
た
と
詠
ま
れ
る
。
最
初
の
歌
群
で
は
、
各
々
の
話
主
が
暗
鳥
を
心
待
ち
 
 

に
し
て
い
る
時
期
の
歌
、
そ
し
て
、
鳴
き
始
め
て
も
ま
だ
存
分
に
は
聞
い
て
い
な
い
頃
 
 

の
敦
が
中
心
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
に
対
し
て
、
二
つ
目
の
「
時
鳥
」
歌
群
で
は
、
夏
が
深
ま
っ
て
か
ら
の
時
鳥
の
 
 

歌
が
日
立
っ
て
い
る
。
 
 

何
事
を
ぬ
れ
ぎ
ぬ
に
き
て
時
鳥
た
ゞ
す
の
杜
に
鳴
あ
か
す
ら
む
 
 
 

い
な
い
歌
や
、
述
懐
や
恋
の
方
に
重
点
の
置
か
れ
た
 
 

故
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
下
位
分
 
 

類
 
（
括
弧
内
）
 
は
、
稿
者
が
判
断
し
て
記
し
た
。
 
 



山本 －ヨd－  

（
三
七
〇
・
清
輌
）
 
 

さ
み
だ
れ
の
ふ
る
の
社
の
郭
公
み
か
さ
の
山
を
さ
し
て
な
く
也
 
 

（
三
七
一
・
安
芸
）
 
 
 

永
い
間
待
ち
こ
が
れ
た
は
ず
の
時
鳥
も
、
三
七
〇
香
取
で
は
、
あ
た
か
も
必
死
に
濡
 
 

れ
衣
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
名
も
「
札
の
森
し
で
一
晩
中
「
鳴
き
明
 
 

か
す
」
と
歌
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
歌
が
こ
の
歌
群
に
置
か
れ
る
の
は
、
明
ら
か
に
時
間
 
 

の
推
移
を
考
慮
し
た
結
果
の
処
置
で
あ
る
。
 
 
 

同
様
の
こ
と
は
、
三
七
一
番
歌
の
よ
う
な
、
時
鳥
に
五
月
雨
の
配
さ
れ
た
故
に
つ
い
 
 

て
も
い
え
よ
う
。
従
来
の
勅
撰
集
、
つ
ま
り
『
詞
花
集
』
ま
で
の
集
に
「
五
月
雨
」
臨
 
 

の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
 
（
『
復
拾
遺
集
』
『
金
葉
集
』
『
開
花
集
』
 
の
三
集
）
、
そ
 
 

れ
は
必
ず
 
「
時
鳥
」
 
題
、
「
菖
蒲
」
 
題
等
の
後
に
配
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
 
 

集
の
夏
部
、
「
時
鳥
」
 
踏
か
ら
 
「
五
月
雨
」
 
鱈
に
至
る
部
分
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
 
 

ニ
ュ
 
 

あ
る
。
 
 

●
『
複
拾
漣
集
』
 
 

時
烏
 
 
二
六
首
 
（
一
七
八
～
二
〇
三
）
 
 

二
首
 
（
二
〇
四
二
一
〇
五
）
 
 

早
苗
 
 

五
月
雨
 
 
謳
首
 
〔
二
〇
六
～
二
〇
九
）
 
 

●
『
金
菓
集
』
（
二
度
本
）
 
 

時
鳥
 
 
二
三
首
 
〓
〇
四
～
一
二
六
）
 
 

菖
蒲
 
 

八
首
 
（
一
二
七
～
一
三
四
）
 
 

五
月
雨
 
 
六
首
 
〓
三
五
～
一
凶
○
）
 
 

●
『
詞
花
集
』
 
 
 

時
烏
 
 
 

菖
蒲
 
 
 

水
鶏
 
 

八
首
 
（
五
五
～
六
二
）
 
 

一
首
 
（
六
三
）
 
 

一
首
 
（
六
四
）
 
 

五
月
雨
 
 
四
首
 
二
ハ
五
～
六
八
）
 
 
 

こ
う
し
た
配
置
か
ら
、
勅
撰
集
で
の
五
月
雨
は
、
夏
が
深
ま
っ
て
か
ら
の
風
物
と
し
 
 

て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
久
安
青
首
』
部
類
本
で
も
、
こ
れ
ら
の
勅
撰
集
 
 

と
同
様
に
、
最
初
の
「
時
鳥
」
歌
群
よ
り
も
後
に
「
五
月
雨
」
歌
群
が
置
か
れ
た
。
五
 
 

月
雨
の
中
で
鳴
く
時
烏
を
詠
ん
だ
三
七
一
番
歌
は
、
そ
の
更
に
後
方
に
あ
る
、
二
つ
目
 
 

の
 
「
時
鳥
」
 
歌
群
に
収
録
す
る
の
が
自
然
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

『
千
載
集
』
の
 
「
時
点
」
歌
群
が
二
分
さ
れ
て
い
る
の
も
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
 
 

の
場
合
と
同
じ
く
、
時
間
の
推
移
を
考
慮
し
た
処
置
で
あ
る
。
 
 

ほ
と
と
ぎ
す
ま
つ
は
ひ
さ
し
き
夏
の
よ
を
ね
ぬ
に
あ
け
ぬ
と
誰
か
い
ひ
け
ん
 
 

（
一
四
八
・
公
通
）
 
 

ほ
と
と
ぎ
す
な
ほ
は
つ
こ
ゑ
を
し
の
ぶ
山
ゆ
ふ
ゐ
る
雲
の
そ
こ
に
鳴
く
な
り
 
 

〓
五
七
・
守
覚
法
親
王
）
 
 

な
ご
り
な
く
す
ぎ
ぬ
な
る
か
な
ほ
と
と
ぎ
す
こ
ぞ
か
た
ら
ひ
し
や
ど
と
し
ら
ず
や
 
 

（
〓
ハ
二
・
英
国
）
 
 
 

す
ぐ
明
け
る
は
す
の
夏
の
夜
に
時
烏
の
一
声
を
待
ち
こ
が
れ
る
思
い
 
（
一
四
八
）
、
 
 

「
雲
の
底
」
 
か
ら
聞
こ
え
る
初
声
の
広
か
な
響
き
 
〓
五
七
）
、
去
年
と
違
い
あ
つ
さ
 
 

り
と
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
時
烏
へ
の
恨
み
言
 
（
一
六
二
）
 
な
ど
、
『
千
載
集
』
 
の
場
 
 

合
も
、
最
初
の
 
「
時
鳥
」
 
歌
群
 
（
一
四
八
～
t
六
七
）
 
は
、
初
声
を
待
つ
頃
を
詠
む
 
 

歌
、
鳴
き
始
め
て
も
ま
だ
心
満
た
さ
れ
な
い
と
訴
え
る
歌
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

二
つ
目
の
 
「
時
鳥
」
歌
群
 
（
一
八
八
～
一
九
三
）
 
は
 
「
五
月
雨
」
 
糎
の
直
後
に
位
 
 

置
し
、
五
月
雨
の
絶
え
間
の
時
烏
を
詠
ず
る
歌
か
ら
始
ま
る
。
 
 

五
月
雨
の
雲
の
は
れ
ま
に
月
さ
え
て
山
ほ
と
と
ぎ
す
空
に
鳴
く
な
り
 
 

（
一
八
八
・
成
保
）
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五
月
雨
の
頃
の
時
烏
を
詠
ん
だ
歌
は
、
こ
の
歌
群
に
も
う
二
首
収
録
さ
れ
て
い
る
 
 

（
一
八
九
 
「
さ
み
だ
れ
の
そ
ら
」
、
一
九
三
 
「
五
月
や
み
」
）
。
中
に
は
、
 
 

あ
ふ
さ
か
の
山
ほ
と
と
ぎ
す
な
の
る
な
り
せ
き
も
る
神
や
そ
ら
に
と
ふ
ら
ん
 
 

〓
九
〇
・
師
時
）
 
 

の
よ
う
に
、
夏
の
ど
の
時
期
の
時
鳥
と
は
特
定
で
き
な
い
歌
も
あ
る
が
、
こ
の
歌
群
の
 
 

時
鳥
詠
六
首
の
中
に
は
も
は
や
、
そ
の
声
を
待
ち
遠
し
く
思
う
と
い
う
歌
は
な
い
。
声
 
 

を
開
き
た
り
な
い
話
主
の
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、
 
 

な
ど
て
か
く
お
も
ひ
そ
め
け
ん
時
鳥
ゆ
き
の
み
や
ま
の
法
の
す
ゑ
か
は
 
 

（
一
九
一
丁
俊
栃
）
 
 

と
い
う
歌
が
あ
る
が
、
ま
だ
僅
か
に
し
か
聞
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
字
句
は
な
く
、
 
 

詞
書
に
記
さ
れ
た
「
未
飽
郭
公
」
の
塔
も
特
に
時
期
を
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
 
 

っ
て
、
こ
の
歌
は
、
貢
が
深
ま
っ
て
ど
ん
な
に
声
を
聞
い
て
も
な
お
満
ち
足
り
な
い
心
 
 

情
の
詠
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
 
 

い
に
し
へ
を
恋
ひ
つ
つ
ひ
と
り
こ
え
く
れ
ば
な
き
あ
ふ
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
か
な
 
 

（
一
九
一
・
よ
邁
）
 
 

も
、
あ
つ
さ
り
と
飛
び
去
る
の
で
は
な
く
、
山
中
で
盛
ん
に
「
鳴
き
あ
ふ
」
時
鳥
を
詠
 
 

む
。
『
千
載
集
』
に
お
い
て
も
、
二
つ
日
の
 
「
時
鳥
」
 
歌
群
に
は
、
五
月
雨
と
時
鳥
と
 
 

を
取
り
合
わ
せ
た
歌
、
或
い
は
盛
ん
に
鳴
く
時
鳥
の
歌
、
つ
ま
り
、
最
初
の
歌
群
と
比
 
 

べ
て
遅
い
時
期
の
時
鳥
を
詠
ん
だ
歌
が
主
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
単
に
歌
群
が
二
分
さ
 
 

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
形
に
な
っ
た
理
由
も
、
『
久
安
百
首
』
 
 

部
類
本
の
場
合
と
同
様
な
の
で
あ
る
。
 
 

「
月
」
 
頓
に
つ
い
て
も
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
と
『
千
載
集
』
と
で
は
同
じ
原
則
 
 

の
も
と
に
歌
群
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

『
久
安
百
首
』
部
類
本
の
 
「
月
」
 
歌
群
は
、
秋
上
 
（
五
一
七
～
五
」
ハ
六
）
 
と
秋
下
 
 

（
六
五
三
～
六
六
こ
 
の
二
者
所
に
置
か
れ
て
い
る
。
秋
上
の
歌
群
で
は
、
「
月
」
暦
 
 

の
本
意
に
適
っ
た
、
冴
え
わ
た
る
月
光
の
美
し
さ
や
清
ら
か
さ
を
詠
ず
る
歌
が
中
心
と
 
 

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
時
期
・
時
間
を
字
句
か
ら
特
定
で
き
る
故
に
つ
い
て
は
、
月
の
 
 

出
、
宵
の
口
、
或
い
は
初
秋
の
月
を
歌
う
も
の
が
、
特
に
こ
の
歌
群
の
初
め
の
方
に
多
 
 

い
。
例
え
ば
、
 
 

軟
く
れ
ば
お
も
ひ
な
し
か
も
夕
づ
く
よ
の
こ
り
お
ほ
か
る
気
色
な
る
か
な
 
 

（
五
一
七
・
巣
徳
院
）
 
 

武
蔵
野
の
葛
の
青
葉
の
下
情
て
萎
ま
で
さ
ゆ
る
月
を
こ
そ
み
れ
 
 

（
五
二
五
・
親
睦
）
 
 

な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
秋
下
に
置
か
れ
た
月
の
歌
は
、
 
 

げ
に
や
さ
ぞ
に
し
に
心
は
い
そ
が
る
～
か
た
ぷ
く
月
も
今
は
お
し
ま
じ
 
 

（
六
五
六
・
教
長
）
 
 

長
月
の
在
明
の
空
の
け
し
き
を
ば
お
く
の
ゑ
び
す
も
京
と
や
み
ん
 
 〓

ハ
六
〇
・
兵
衛
）
 
 

の
よ
う
に
、
多
く
が
月
の
入
り
、
有
明
の
月
、
そ
し
て
晩
秋
の
月
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

『
千
載
集
』
の
場
合
も
、
「
月
」
 
層
は
秋
上
と
秋
下
に
分
か
れ
る
。
そ
し
て
秋
上
の
 
 

歌
群
は
や
は
り
、
 
 

秋
の
よ
の
心
を
つ
く
す
は
じ
め
と
て
ほ
の
か
に
み
ゆ
る
夕
づ
く
よ
か
な
 
 

（
二
七
四
∵
実
家
）
 
 

出
で
ぬ
よ
り
月
み
ょ
と
こ
そ
さ
え
に
け
れ
を
ば
す
て
山
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
空
 
 

（
二
七
八
・
隆
信
）
 
 

の
よ
う
な
、
初
秋
や
夕
暮
れ
の
歌
で
始
ま
る
。
但
し
、
有
明
の
月
の
歌
や
月
の
入
り
の
 
 

歌
ま
で
も
が
同
じ
歌
群
の
末
尾
の
方
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
『
久
安
百
首
』
 
 

（
†
｝
 
 

部
類
本
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
千
載
集
』
飲
下
の
方
に
採
ら
れ
た
二
首
、
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こ
れ
ら
の
歌
題
の
う
ち
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
で
も
独
立
し
た
歌
群
を
構
成
し
て
 
 

い
る
の
は
、
「
清
水
」
 
（
久
安
百
首
で
は
「
泉
水
」
）
、
「
苅
萱
」
、
「
薄
」
 
の
三
題
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
で
は
こ
の
う
ち
の
ど
れ
も
が
、
分
割
さ
れ
る
こ
と
な
 
 

く
一
つ
の
歌
群
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

『
千
載
集
』
で
二
分
さ
れ
た
「
清
水
」
題
の
場
合
、
水
の
ほ
と
り
の
涼
し
さ
と
い
う
 
 

内
容
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
歌
群
の
間
で
特
に
相
違
は
な
い
。
し
か
し
、
各
々
の
前
後
 
 

む
し
の
ね
も
ま
れ
に
な
り
ゆ
く
あ
だ
し
野
に
ひ
と
り
秋
な
る
月
の
か
げ
か
な
 
 

（
三
三
四
・
道
性
法
親
王
）
 
 

革
も
木
も
あ
き
の
す
ゑ
ば
は
み
え
ゆ
く
に
月
こ
そ
色
も
か
は
ら
ざ
り
け
れ
 
 

（
三
三
五
・
式
子
内
親
王
）
 
 

は
、
共
に
、
秋
の
終
わ
り
に
命
あ
る
も
の
が
衰
え
て
ゆ
く
中
で
、
月
だ
け
が
変
わ
ら
ぬ
 
 

光
を
放
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
の
歌
で
あ
り
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
の
場
合
と
同
じ
 
 

く
、
俊
成
が
作
中
の
時
間
の
推
移
を
考
慮
し
て
、
「
月
」
 
庸
の
歌
を
秋
部
の
上
・
下
巻
 
 

に
分
け
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
 
 

四
 
 

『
久
安
百
首
』
部
類
本
と
『
千
載
集
』
の
双
方
で
歌
群
が
分
割
さ
れ
て
配
さ
れ
た
の
 
 

は
、
前
述
の
「
時
烏
し
「
月
」
の
二
題
の
み
で
あ
る
が
、
『
千
載
集
』
に
は
、
同
一
歌
願
 
 

の
敵
が
二
箇
所
以
上
に
分
散
し
て
い
る
例
が
他
に
も
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
次
の
ご
と
 
 

く
で
あ
る
。
 
 

真
部
 
 

秋  
部  

秋 薄 苅 秋 晴  
患  萱 風 水  

二
一
〇
～
二
一
四
／
二
ニ
ー
二
二
〓
一
 
 

二
三
一
～
二
三
四
／
二
七
二
／
三
〇
四
二
二
〇
五
 
 

二
四
二
～
二
四
四
／
二
四
六
 
 

二
四
五
／
二
六
八
／
t
一
七
一
 
 

三
〇
二
／
三
五
一
 
 

の
歌
と
の
関
係
を
み
る
と
、
最
初
の
 
「
清
水
」
 
歌
群
の
冒
頭
の
歌
、
 
 

山
か
げ
や
い
は
も
る
し
水
お
と
さ
え
て
真
の
ほ
か
な
る
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
 
 

（
二
一
〇
■
慈
円
）
 
 

の
直
前
に
、
 
 

あ
た
り
さ
へ
す
ず
し
か
り
け
り
ひ
む
ろ
山
ま
か
せ
し
水
の
こ
ほ
る
の
み
か
は
 
 

（
二
〇
九
・
公
能
）
 
 

と
い
う
「
氷
室
」
題
の
歌
が
載
り
、
山
中
の
水
が
題
材
と
さ
れ
た
点
が
共
通
し
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
直
接
の
歌
群
「
夏
月
」
題
と
の
関
連
で
最
初
の
 
「
清
水
」
歌
群
に
配
さ
れ
た
と
 
 

判
断
で
き
る
歌
に
は
、
 
 

さ
ら
ぬ
だ
に
ひ
か
り
す
ず
し
き
夏
の
夜
の
月
を
し
水
に
や
ど
し
て
ぞ
み
る
 
 

（
二
一
三
・
顕
昭
）
 
 

が
あ
る
。
尤
も
、
「
夏
月
」
 
歌
群
は
二
一
五
か
ら
な
の
で
、
直
接
連
鎖
し
て
い
る
と
い
 
 

う
わ
け
で
は
な
い
が
。
 
 
 

二
つ
目
の
 
「
清
水
」
 
歌
群
、
 
 

い
は
た
た
く
谷
の
水
の
み
お
と
づ
れ
て
夏
に
し
ら
れ
ぬ
み
山
べ
の
さ
と
 
 

（
一
ニ
ー
一
・
教
長
）
 
 

い
は
ま
よ
り
お
ち
く
る
た
き
の
し
ら
糸
は
む
す
ば
で
み
る
も
す
ず
し
か
り
け
り
 
 

（
一
〓
二
一
■
盛
方
）
 
 

の
二
首
に
つ
い
て
は
、
直
後
の
 
「
六
月
祓
」
題
と
の
関
連
は
薄
い
。
し
か
し
、
二
二
一
 
 

番
歌
と
、
そ
の
直
前
に
配
さ
れ
た
夏
暮
の
歌
、
 
 

あ
き
か
ぜ
は
浪
と
と
も
に
や
こ
え
ぬ
ら
ん
ま
だ
き
す
ず
し
き
す
ゑ
の
松
山
 
 

（
二
二
〇
■
親
盛
）
 
 

は
共
に
、
季
節
の
到
来
を
め
ぐ
る
歌
で
あ
る
。
勿
論
「
清
水
し
題
も
「
夏
暮
」
題
も
、
 
 

涼
し
い
情
景
が
詠
ま
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
歌
風
が
吹
い
て
き
て
涼
し
く
 
 

な
っ
た
と
い
う
歌
、
夏
 
（
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
）
 
が
話
主
の
い
る
山
里
を
知
ら
ず
、
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訪
れ
て
来
な
い
の
で
涼
し
い
の
だ
と
い
う
歌
を
並
べ
る
と
こ
ろ
に
、
撰
者
の
配
慮
の
跡
 
 

が
窺
え
る
。
 
 

「
薄
」
庸
の
歌
は
『
久
安
百
首
』
に
一
〇
首
収
録
さ
れ
て
お
り
、
部
類
本
で
は
、
そ
 
 

の
全
て
が
一
つ
の
歌
群
に
ま
と
め
ら
れ
、
秋
上
の
 
「
萩
」
題
や
 
「
女
郎
花
」
層
等
、
秋
 
 

の
草
花
の
歌
群
が
並
ぷ
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
『
千
載
集
』
に
入
る
三
 
 

首
の
薄
詠
は
一
首
ず
つ
別
々
に
離
さ
れ
て
い
る
。
『
千
載
集
』
に
も
F
久
安
百
首
』
部
 
 

類
本
と
同
様
に
、
秋
草
の
歌
が
並
ぶ
部
分
 
（
二
四
二
～
二
五
四
）
 
は
あ
る
が
、
こ
こ
 
 

に
収
録
さ
れ
た
薄
の
歌
は
次
の
一
首
の
み
で
あ
る
。
 
 
 

秋
き
ぬ
と
か
ぜ
も
つ
げ
て
し
山
ぎ
と
に
な
ほ
ほ
の
め
か
す
花
す
す
き
か
な
 
 

（
二
四
五
∴
静
賢
）
 
 
 

こ
れ
は
、
「
苅
萱
」
 
歌
群
 
（
二
四
二
～
二
四
四
、
二
四
六
）
 
の
途
中
に
配
さ
れ
て
い
 
 

る
。
こ
の
前
後
の
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

ふ
み
し
だ
き
あ
さ
ゆ
く
し
か
や
す
ぎ
つ
ら
む
し
ど
ろ
に
み
ゆ
る
野
ぢ
の
か
る
か
や
 
 

（
二
四
四
・
道
経
）
 
 

い
か
な
れ
ば
う
は
ば
を
わ
た
る
軟
か
ぜ
に
し
た
を
れ
す
ら
む
野
ペ
の
か
る
か
や
 
 

（
二
凹
六
・
讃
人
不
知
）
 
 
 

前
の
歌
と
の
関
係
は
、
二
四
四
の
r
鹿
」
が
二
四
五
の
「
山
里
」
に
関
連
す
る
題
材
 
 

で
あ
る
、
と
い
う
程
度
で
、
特
に
密
接
で
は
な
い
も
の
の
、
後
に
配
さ
れ
た
歌
と
は
、
 
 

風
と
秋
草
の
取
り
合
わ
せ
が
共
通
し
て
い
る
。
 
 
 

な
お
、
「
苅
萱
」
 
歌
群
が
 
「
薄
」
 
題
の
二
四
五
番
歌
一
首
の
み
を
挟
ん
だ
形
で
分
断
 
 

さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
苅
萱
」
 
歌
群
を
二
分
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
 
 

う
よ
り
も
、
こ
の
薄
の
歌
の
配
置
を
考
慮
し
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

二
六
八
■
二
七
一
の
荷
詠
二
首
、
 
 

花
す
す
き
ま
ね
く
は
さ
が
と
し
り
な
が
ら
と
ど
ま
る
物
は
心
な
り
け
り
 
 

（
二
六
八
・
道
命
）
 
 

い
ま
は
し
も
ほ
に
い
で
ぬ
ら
む
東
路
の
い
は
た
の
を
の
の
し
の
の
を
す
す
き
 
 

（
二
七
一
・
伊
家
）
 
 

は
、
秋
の
野
を
め
ぐ
る
一
連
の
歌
 
（
二
六
八
～
二
七
二
）
 
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
 
 

い
る
。
こ
の
二
首
の
ほ
か
に
は
、
不
在
の
問
に
荒
れ
果
て
た
庭
が
野
辺
と
化
し
て
し
ま
 
 

っ
た
と
い
う
内
容
の
歌
 
（
一
〓
ハ
九
、
二
七
〇
）
 
と
、
「
小
野
の
浅
茅
生
」
 
の
秋
風
を
詠
 
 

ん
だ
歌
 
｛
二
七
二
）
 
が
配
さ
れ
る
。
薄
の
歌
二
首
の
場
合
、
二
六
八
の
詞
書
に
 
「
さ
 
 

が
野
の
花
を
み
て
L
と
あ
り
、
歌
本
文
の
第
二
句
に
は
、
本
性
の
「
さ
が
」
と
歌
枕
「
嵯
 
 

峨
」
の
掛
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、
二
七
一
に
も
歌
枕
「
岩
田
の
小
野
」
が
詠
ま
れ
 
 

て
い
る
。
二
六
八
～
二
七
二
番
の
一
連
は
、
直
接
に
は
秋
の
野
を
歌
題
と
す
る
も
の
で
 
 

は
な
い
が
、
野
や
そ
の
地
名
を
表
す
語
が
ど
の
故
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
 
 

点
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

前
述
の
 
「
時
鳥
」
題
・
「
月
」
題
の
歌
は
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
と
『
千
載
集
』
の
 
 

双
方
に
お
い
て
二
つ
の
歌
群
に
分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
 
「
薄
」
 
題
・
「
清
水
」
 
皆
 
 

は
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
ま
と
ま
り
の
歌
群
と
し
て
収
韓
さ
れ
、
『
千
 
 

載
集
』
で
は
二
箇
所
二
二
箇
所
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
時
鳥
」
居
・
「
月
」
 
 

踪
が
時
間
の
推
移
を
考
慮
し
た
結
果
二
分
さ
れ
た
の
に
対
し
、
『
千
載
集
』
で
の
 
「
清
 
 

水
」
 
題
・
「
薄
」
 
題
の
歌
の
位
置
は
、
不
十
分
な
箇
所
も
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
 
 

語
句
の
連
鎖
を
重
視
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

五
 
 

次
に
、
『
久
安
百
首
』
か
ら
『
千
載
集
』
に
採
ら
れ
た
個
々
の
歌
の
配
列
に
つ
い
て
、
 
 

部
類
本
所
収
時
と
『
千
載
集
』
採
録
後
と
の
比
較
を
試
み
る
。
 
 
 

『
千
載
集
』
四
季
部
に
は
、
七
〇
首
の
久
安
百
首
歌
が
入
集
し
て
お
り
、
特
定
の
季
 
 

節
や
題
材
に
偏
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
歌
群
の
中
に
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
複
数
（
二
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～
五
首
）
 
の
久
安
百
首
歌
が
連
続
し
て
い
る
部
分
が
、
四
季
部
に
は
十
五
箇
所
み
ら
 
 

れ
る
。
 
 
 

『
久
安
百
首
』
か
ら
採
ら
れ
た
五
首
が
隣
り
合
っ
て
並
ぷ
「
五
月
雨
」
題
の
場
合
、
 
 

部
類
本
で
の
歌
の
前
後
の
順
が
、
『
千
載
集
』
 
に
お
い
て
も
全
く
入
れ
替
わ
っ
て
い
な
 
 
 

．
■
V
 
 

さ
み
だ
れ
の
日
か
ず
へ
ぬ
れ
ば
か
り
つ
み
し
L
づ
や
の
こ
す
げ
く
ち
や
し
ぬ
ら
ん
 
 

（
一
八
一
／
三
四
八
■
顕
輔
）
 
 

五
月
雨
に
み
づ
の
み
づ
か
さ
ま
さ
る
ら
し
み
を
の
し
る
し
も
み
え
ず
な
り
ゆ
く
 
 

（
一
八
l
一
／
三
四
九
・
親
睦
）
 
 

さ
み
だ
れ
は
た
く
も
の
煙
う
ち
し
め
り
し
ほ
た
れ
ま
さ
る
す
ま
の
う
ら
人
 
 

（
一
八
三
／
三
五
〇
■
俊
成
）
 
 

時
し
も
あ
れ
水
の
み
こ
も
を
か
り
あ
げ
て
ほ
さ
で
く
た
し
つ
五
月
雨
の
そ
ら
 
 

（
一
八
四
／
t
ニ
五
二
・
晴
輔
）
 
 
 

さ
み
だ
れ
は
あ
ま
の
も
し
ほ
木
く
ち
に
け
り
う
ら
ペ
に
煙
た
え
て
ほ
ど
へ
ぬ
 
 

〓
八
五
／
三
五
七
・
安
芸
）
 
 

〔
括
弧
内
の
歌
番
号
は
、
千
載
集
／
久
安
百
首
部
類
本
の
順
。
 
 

こ
れ
以
捧
の
引
用
例
に
つ
い
て
も
同
様
〕
 
 
 

『
久
安
百
首
』
部
類
本
の
「
五
月
雨
」
歌
群
（
三
四
八
～
三
五
八
の
十
一
首
）
 
で
は
、
 
 

歌
は
顕
輔
・
親
陸
・
顕
広
・
実
情
・
清
掃
・
堀
河
（
二
首
丁
兵
衛
・
安
芸
 
（
二
首
）
 
 

小
犬
進
の
順
、
つ
ま
り
作
者
の
官
位
順
に
並
べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
首
ザ
つ
が
入
る
 
 

堀
河
と
安
芸
の
歌
も
、
個
人
別
百
首
の
内
部
で
の
順
序
通
り
に
配
列
さ
れ
て
い
る
白
『
千
 
 

載
集
』
に
入
集
し
た
一
群
は
こ
の
順
序
の
ま
ま
配
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
歌
を
配
列
 
 

す
る
に
あ
た
っ
て
、
俊
成
は
、
個
々
の
歌
の
内
容
等
を
特
に
考
慮
し
て
い
な
い
よ
う
に
 
 

も
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
に
関
し
て
青
木
賢
妻
氏
が
「
歌
詞
を
通
し
て
わ
か
る
 
 

・
 
 

｛
さ
じ
 
 

よ
う
に
、
時
間
の
経
過
を
骨
子
に
し
た
展
開
」
と
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
 
 

こ
の
五
首
は
、
降
り
続
く
雨
の
影
響
が
次
第
に
顕
著
に
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
配
列
な
の
 
 

で
あ
る
。
例
え
ば
一
八
一
と
一
八
四
は
、
折
角
刈
っ
て
お
い
た
 
「
小
菅
」
や
「
水
菰
」
 
 

が
長
い
五
月
雨
に
朽
ち
て
ゆ
く
と
い
う
、
類
似
の
状
況
に
つ
い
て
の
歌
で
あ
る
が
、
一
 
 

八
一
が
「
朽
ち
や
し
ぬ
ら
ん
」
と
い
う
危
倶
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
一
八
四
は
干
す
 
 

こ
と
も
な
い
ま
ま
本
当
に
腐
ら
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
三
 
 

・
¶
八
五
で
は
共
に
、
藻
塩
を
焼
く
捷
と
五
月
雨
と
を
取
り
合
わ
せ
る
が
、
¶
八
三
で
 
 

「
う
ち
湿
り
」
と
詠
ま
れ
た
煙
は
、
一
八
五
の
中
で
は
降
り
続
く
雨
に
す
っ
か
り
絶
え
 
 

て
し
ま
っ
て
い
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
久
安
百
首
歌
の
直
後
に
は
、
 
 

五
月
雨
に
む
ろ
の
八
島
を
み
わ
た
せ
ば
煙
は
な
み
の
う
へ
よ
り
ぞ
た
つ
 
 

（
一
八
六
・
行
無
）
 
 

と
い
う
歌
が
配
さ
れ
る
。
野
中
の
清
水
が
蒸
発
し
て
煙
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
室
の
 
 

八
島
が
、
雨
水
を
湛
え
て
湖
と
化
し
て
し
ま
っ
た
と
誇
張
す
る
こ
の
歌
で
、
五
月
雨
の
 
 

着
L
さ
は
頂
点
に
達
す
る
。
前
述
の
五
首
の
配
列
は
、
『
久
安
百
首
』
所
収
時
の
、
作
 
 

者
の
官
位
順
と
い
う
原
則
を
保
ち
つ
つ
、
時
間
の
推
移
に
も
従
っ
て
お
り
、
久
安
百
首
 
 

歌
で
は
な
い
一
八
六
番
歌
を
も
併
せ
て
、
次
第
に
貢
が
深
ま
っ
て
ゆ
く
と
い
う
構
成
と
 
 

な
っ
て
い
る
。
部
類
本
で
の
前
後
関
係
を
崩
さ
ず
に
並
べ
て
も
季
節
の
進
行
に
は
全
く
 
 

矛
盾
し
な
い
の
で
、
一
八
一
～
一
八
五
番
歌
は
元
の
ま
ま
の
順
序
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
 
 

■
つ
○
 
 
 

こ
の
 
「
五
月
雨
」
 
歌
群
の
中
で
も
、
特
に
三
四
八
～
三
五
〇
の
三
首
は
、
『
久
安
百
 
 

首
』
部
類
本
で
連
続
し
て
配
さ
れ
て
お
り
、
『
千
載
集
』
に
も
同
じ
順
序
の
ま
ま
持
ち
 
 

込
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
例
は
他
に
も
、
四
季
部
に
は
い
く
つ
か
見
出
せ
る
。
 
 

あ
さ
ゆ
ふ
に
花
ま
つ
こ
ろ
は
お
も
ひ
ね
の
夢
の
う
ち
に
ぞ
さ
き
は
じ
め
け
る
 
 

（
四
一
／
一
三
五
■
崇
徳
院
）
 
 

い
づ
か
た
に
花
さ
き
ぬ
ら
ん
と
お
も
ふ
よ
り
よ
も
の
山
辺
に
ち
る
心
か
な
 
 

（
四
二
／
〓
二
六
・
堀
河
）
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こ
の
二
首
は
『
久
安
百
首
』
部
類
本
と
『
千
載
集
』
の
両
方
で
、
「
花
」
 
歌
群
の
冒
 
 

頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
話
主
の
夢
の
中
だ
け
に
咲
き
そ
め
た
花
を
詠
む
四
一
番
欺
か
 
 

ら
、
「
四
方
の
山
辺
」
 
の
ど
こ
か
に
も
う
咲
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
花
を
尋
ね
て
心
 
 

が
さ
ま
よ
い
出
す
と
い
う
四
二
番
歌
へ
、
各
々
の
話
主
の
花
を
慕
う
心
情
が
高
ま
っ
て
 
 

ゆ
く
展
開
で
あ
る
。
『
久
安
百
首
』
部
類
本
で
、
こ
の
二
首
の
直
後
に
配
さ
れ
る
歌
に
 
 

は
、
〓
二
七
 
「
特
種
の
ひ
さ
し
き
」
、
一
三
八
 
「
花
待
撞
は
か
ぎ
り
な
き
か
な
」
 
と
い
 
 

う
、
長
い
間
花
を
待
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
字
句
が
あ
る
。
よ
り
時
間
の
経
過
し
て
い
 
 

■
9
）
 
 

る
内
容
の
敢
が
、
後
方
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

『
千
載
集
』
で
は
、
話
主
が
花
を
待
つ
と
い
う
段
階
の
歌
は
四
一
・
四
二
の
み
で
あ
 
 

る
。
そ
の
直
接
に
は
、
 
 

山
ぎ
く
ら
た
づ
ぬ
と
き
く
に
さ
そ
は
れ
ぬ
老
の
こ
こ
ろ
の
あ
く
が
る
る
か
な
 
 

（
四
三
・
師
実
）
 
 

と
い
う
歌
が
配
さ
れ
る
。
こ
の
話
主
が
ま
だ
花
を
見
て
い
な
い
こ
と
も
、
心
が
落
ち
着
 
 

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
表
現
も
、
四
二
番
歌
と
共
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
二
 
 

番
歌
で
は
、
花
が
実
際
に
も
う
咲
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
が
こ
の
歌
の
話
主
に
と
っ
て
 
 

不
明
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
三
番
歌
は
、
花
見
に
誘
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
設
定
で
の
 
 

歌
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
花
は
既
に
咲
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
『
久
安
百
首
』
 
 

か
ら
採
ら
れ
た
四
一
・
四
二
番
歌
は
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
の
中
に
配
さ
れ
て
い
た
 
 

時
と
同
様
、
『
千
載
集
』
 
で
も
、
時
間
の
進
行
に
沿
っ
た
配
列
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
 
 

い
る
の
で
あ
る
。
 
 

六
 
 

尤
も
、
同
じ
 
「
花
」
 
歌
群
の
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
で
連
続
し
 
 

て
い
た
軟
が
『
千
載
集
』
で
は
離
し
て
配
さ
れ
て
い
る
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
 
 

（
久
安
百
首
故
に
は
＊
印
を
付
し
た
）
。
 
 

し
ら
雲
と
み
ね
に
は
み
え
て
さ
く
ら
花
ち
れ
ば
ふ
も
と
の
雪
に
ぞ
有
り
け
る
 
 

（
七
九
・
伊
通
）
 
 
 

＊
よ
し
野
や
ま
花
は
な
か
ば
に
ち
り
に
け
り
た
え
だ
え
の
こ
る
み
ね
の
し
ら
雲
 
 

（
八
〇
／
一
八
二
■
季
通
）
 
 

山
ざ
く
ら
を
し
む
こ
こ
ろ
の
い
く
た
び
か
ち
る
木
の
も
と
に
ゆ
き
か
か
る
ら
ん
 
 

（
八
一
・
周
防
）
 
 

は
る
さ
め
に
ち
る
花
み
れ
ば
か
き
く
ら
し
み
ぞ
れ
し
空
の
心
ち
こ
そ
す
れ
 
 

（
八
二
・
長
家
）
 
 

ふ
め
ば
を
し
ふ
ま
で
は
ゆ
か
ん
か
た
も
な
し
心
づ
く
し
の
山
ぎ
く
ら
か
な
 
 

（
八
三
・
赤
染
衛
門
）
 
 

山
ざ
く
ら
ち
ぢ
に
心
の
く
だ
く
る
は
ち
る
花
ご
と
に
そ
ふ
に
や
有
る
ら
ん
 
 

（
八
四
・
匡
房
）
 
 

は
な
の
ち
る
木
の
し
た
か
げ
は
お
の
づ
か
ら
そ
め
ぬ
さ
く
ら
の
衣
を
ぞ
き
る
 
 

（
八
五
・
仲
実
）
 
 

春
を
へ
て
花
ち
ら
ま
し
や
お
く
山
の
か
ぜ
を
さ
く
ら
の
心
と
お
も
は
ば
 
 

（
八
六
・
基
俊
）
 
 

あ
ら
し
ふ
く
し
が
の
山
辺
の
さ
く
ら
花
ち
れ
ば
雲
井
に
さ
ぎ
浪
ぞ
た
つ
 
 
（
八
七
・
公
行
）
 
 
 

＊
春
か
ぜ
に
志
賀
の
山
ご
え
花
ち
れ
ば
み
ね
に
ぞ
う
ら
の
浪
は
た
ち
け
る
 
 

（
八
八
／
一
八
三
・
親
隆
）
 
 

さ
く
ら
さ
く
ひ
ら
の
山
か
ぜ
吹
く
ま
ま
に
花
に
な
り
ゆ
く
し
が
の
う
ら
浪
 
 

（
八
九
・
良
経
）
 
 
 

八
〇
■
八
八
香
取
は
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
に
お
い
て
は
、
散
る
花
を
詠
ず
る
一
 
 

連
の
歌
の
中
に
隣
り
合
っ
て
配
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
『
千
載
集
』
の
中
で
の
位
 
 

置
を
見
る
と
、
八
〇
番
歌
は
山
桜
か
ら
白
雲
や
雪
を
連
想
し
て
い
る
歌
が
並
ぶ
中
（
七
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九
～
八
二
 
に
置
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
直
前
の
、
「
白
雲
と
時
に
は
見
え
て
」
 
の
字
 
 

句
が
あ
る
七
九
番
敢
と
は
、
発
想
が
よ
く
似
て
い
る
。
 
 
 

八
八
番
歌
も
、
共
通
の
要
素
を
持
つ
歌
に
前
後
を
挟
ま
れ
て
い
る
。
八
七
～
八
九
の
 
 

三
首
は
い
ず
れ
も
歌
枕
「
志
賀
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
で
あ
り
、
か
つ
、
風
に
舞
う
落
花
 
 

を
白
波
と
見
立
て
る
款
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
八
七
番
歌
は
空
に
舞
う
花
吹
雪
を
、
 
 

八
八
番
歌
は
山
に
も
浦
波
の
立
つ
か
と
思
わ
れ
る
落
花
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
更
に
八
 
 

九
春
歌
は
、
湖
面
の
波
の
ほ
う
が
花
に
覆
わ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
歌
で
あ
る
。
♯
通
の
歌
 
 

枕
や
見
立
て
を
用
い
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
三
首
の
配
列
を
辿
る
と
、
詠
ま
れ
て
い
る
 
 

風
景
が
、
順
に
、
空
か
ら
山
、
そ
し
て
潮
へ
と
変
化
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
『
千
載
 
 

｛
1
0
）
 
 

集
』
の
 
「
花
」
歌
群
に
は
、
名
所
花
の
歌
が
ま
と
め
ら
れ
た
部
分
が
他
に
も
あ
り
、
季
 
 

節
の
推
移
に
従
う
だ
け
で
な
く
、
地
名
や
風
景
と
い
っ
た
、
空
間
に
関
わ
る
要
素
も
意
 
 

識
し
た
配
列
と
な
っ
て
い
る
。
八
八
春
歌
が
志
賀
の
花
を
め
ぐ
る
歌
の
一
首
と
し
て
前
 
 

述
の
位
置
に
配
さ
れ
た
の
も
、
同
じ
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
工
夫
 
 

を
、
俊
成
は
、
『
千
載
集
』
の
配
列
に
新
た
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

八
〇
・
八
八
は
『
久
安
百
首
』
部
類
本
所
収
時
、
「
桜
」
歌
群
の
う
ち
落
花
の
敢
を
ま
 
 

と
め
た
一
群
 
〓
七
五
～
一
九
六
）
 
に
属
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
の
中
で
は
、
歌
が
 
 

作
者
の
官
位
順
に
配
列
さ
れ
た
結
果
、
隣
接
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
『
千
載
集
』
 
 

の
「
花
」
歌
離
で
は
、
基
本
的
に
は
時
間
の
推
移
を
基
に
し
た
構
成
を
保
ち
つ
つ
、
用
 
 

い
ら
れ
た
歌
枕
・
語
句
・
発
想
等
の
共
通
す
る
歌
が
連
続
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
俊
 
 

成
が
『
久
安
百
首
』
か
ら
歌
を
採
る
際
、
自
ら
編
ん
だ
『
久
安
百
首
』
部
類
本
の
構
成
 
 

を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
ば
か
り
で
な
く
、
『
千
載
集
』
編
纂
時
に
改
め
て
配
列
方
針
を
 
 

考
慮
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
二
首
の
位
置
が
離
さ
れ
た
こ
と
か
ら
判
る
の
で
あ
る
。
 
 

七
 
 

本
稿
で
は
、
四
季
部
の
歌
群
の
構
成
と
、
個
々
の
歌
の
配
列
と
の
一
一
つ
の
面
を
検
討
 
 

し
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
か
ら
『
千
載
集
』
に
至
る
間
に
見
ら
れ
る
俊
成
の
編
集
方
 
 

針
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
 
 
 

俊
成
が
『
千
載
集
』
を
編
む
に
あ
た
っ
て
『
久
安
百
首
』
部
類
本
作
成
の
経
験
を
参
 
 

考
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
採
ら
れ
た
久
安
百
首
歌
や
両
者
に
共
通
の
収
録
歌
題
の
多
さ
 
 

の
み
な
ら
ず
、
「
時
鳥
」
・
「
月
」
の
取
群
が
t
一
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
『
久
安
百
首
』
部
 
 

類
本
で
連
続
し
て
い
た
歌
の
順
序
が
『
千
載
集
』
に
採
ら
れ
て
も
変
わ
っ
て
い
な
い
箇
 
 

所
が
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
構
成
上
の
共
通
点
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
 
 

箇
所
は
、
季
節
の
変
化
、
時
間
の
推
移
を
反
映
す
る
と
い
う
意
図
の
も
と
に
編
集
さ
れ
 
 

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

一
方
、
『
千
載
集
』
編
纂
時
に
構
成
・
配
列
の
改
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
こ
 
 

れ
ら
も
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
で
は
一
箇
所
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
歌
語
が
『
千
載
 
 

集
』
で
は
分
割
さ
れ
た
り
、
『
久
安
百
首
』
か
ら
『
千
載
集
』
の
同
じ
題
の
敢
群
に
採
 
 

ら
れ
た
複
数
の
歌
が
順
序
を
変
え
て
配
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
具
合
 
 

に
、
歌
群
と
個
々
の
歌
と
の
両
方
に
関
し
て
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
変
化
 
 

が
生
じ
て
い
る
の
は
、
語
句
の
連
鎖
や
作
中
の
空
間
な
ど
、
時
間
と
い
う
要
素
以
外
の
 
 

も
の
を
加
味
し
て
編
ま
れ
た
部
分
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

俊
成
は
、
季
節
や
時
間
の
進
行
を
基
準
と
し
た
構
成
に
つ
い
て
は
『
久
安
百
首
』
部
 
 

類
本
に
お
け
る
自
ら
の
考
え
方
を
持
ち
続
け
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
編
集
方
針
を
新
た
 
 

に
『
千
載
集
』
編
纂
に
持
ち
込
ん
だ
。
F
久
安
百
首
』
部
類
本
を
編
ん
だ
経
験
と
、
そ
 
 

れ
以
降
三
十
年
余
り
の
間
に
考
え
た
歌
の
集
の
在
り
方
と
を
、
『
千
載
集
』
 
に
お
い
て
 
 

両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

［
注
］
 
 

1
 
 
谷
山
茂
氏
 
「
久
安
百
舌
部
類
本
と
千
載
集
」
 
（
『
谷
山
茂
著
作
集
二
 
藤
原
俊
成
 
人
と
作
品
』
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所
収
）
、
二
七
〇
頁
 
 

個
人
別
百
首
で
は
、
①
崇
徳
院
②
公
能
③
教
長
④
顕
輔
⑤
奉
通
⑥
隆
幸
⑦
親
睦
⑧
実
績
⑨
顕
広
 
 

⑬
清
輔
⑪
堀
河
⑳
兵
衛
⑳
安
芸
⑭
小
大
連
の
順
。
但
し
、
谷
山
茂
氏
の
指
摘
 
（
「
久
安
百
首
都
 
 

類
本
 
〔
翻
覿
〕
 
付
考
」
 
庄
一
掲
出
書
所
収
、
二
五
七
百
ご
 
に
あ
る
よ
う
に
、
個
人
別
百
首
成
立
 
 

後
に
案
清
と
顕
広
の
官
位
が
逆
転
し
た
の
で
、
部
類
本
で
は
⑧
顛
広
⑨
実
情
と
な
っ
た
。
 
 

『
千
載
集
』
四
季
部
歌
糎
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
風
巻
景
次
郎
氏
 
「
八
代
集
四
季
部
の
頓
に
お
 
 

け
る
t
事
実
」
 
（
『
風
巻
景
次
郎
全
集
6
 
新
吉
今
時
代
』
所
収
）
 
や
、
有
吉
保
氏
編
F
千
乾
和
 
 

歌
集
の
基
礎
的
研
究
』
第
一
章
の
、
同
様
の
調
査
を
参
照
し
た
が
、
こ
こ
で
は
稀
看
の
判
断
し
 
 

た
歌
麿
を
真
に
作
成
し
た
。
 
 

表
中
で
、
『
久
安
百
首
』
部
類
本
の
歌
題
は
詞
‡
に
記
さ
れ
た
通
り
の
も
の
で
あ
る
が
、
「
千
載
 
 

集
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
と
思
わ
れ
る
歌
題
を
記
し
た
。
こ
こ
で
は
、
「
暮
春
」
 
と
 
「
三
月
 
 

尽
」
、
「
首
東
」
と
「
更
衣
」
、
「
泉
水
」
と
「
河
水
」
等
は
そ
れ
ぞ
れ
同
l
政
局
と
し
て
数
え
た
。
 
 

第
二
句
の
 
「
わ
た
」
 
は
見
せ
消
ち
、
脇
に
 
「
過
」
と
あ
る
。
 
 

歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
 
 

こ
の
直
径
の
、
一
三
二
六
二
二
三
七
も
月
を
詠
む
歌
で
あ
る
が
、
詞
書
に
そ
れ
ぞ
れ
 
「
九
月
十
三
 
 

夜
月
其
侍
り
け
る
に
」
、
「
十
三
夜
の
こ
こ
ろ
を
」
 
と
記
さ
れ
、
和
歌
本
文
に
も
ご
こ
よ
ひ
の
月
 
 

の
名
に
な
が
る
ら
ん
」
 
（
三
三
六
）
、
「
こ
よ
ひ
一
よ
に
た
へ
ず
も
有
る
か
な
L
 
（
三
三
七
）
 
と
い
 
 

う
字
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
十
三
夜
」
悟
と
み
な
し
、
本
稿
で
の
 
「
月
」
歌
群
に
は
含
め
て
い
 
 

な
い
。
 
 

「
千
載
集
の
撰
集
室
料
に
つ
い
て
－
堀
河
・
久
安
両
百
首
の
場
合
－
」
（
『
文
学
・
語
学
』
四
九
）
 
 

七
四
貫
 
 

『
久
安
百
首
』
部
類
太
で
は
、
花
を
待
つ
頃
の
歌
五
首
 
〓
三
五
～
一
三
九
）
 
が
 
「
桜
」
歌
群
 
 

の
冒
頭
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
崇
憩
院
・
堀
河
（
二
首
「
顕
輔
・
実
情
の
順
、
 
 

つ
ま
り
官
位
と
は
異
な
る
順
序
で
歌
が
並
．
へ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
が
時
間
の
進
 
 

行
を
反
映
し
て
い
る
の
は
1
■
然
で
は
な
く
、
傑
成
が
部
類
本
編
纂
時
に
も
歌
の
内
容
を
考
慮
し
 
 

た
上
で
配
列
を
行
っ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
 
 

六
五
～
六
八
、
七
四
～
七
六
、
一
〇
三
～
一
〇
五
の
三
薗
所
。
な
お
、
「
花
し
敢
群
は
一
〇
五
 
 

ま
で
で
あ
ろ
が
、
そ
の
直
後
に
あ
る
春
の
思
い
の
歌
＝
二
〇
六
「
 
呼
子
鳥
の
歌
 
二
〇
七
）
 
 

に
も
歌
枕
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
 
 

（
や
ま
も
と
 
あ
き
こ
 
国
立
国
会
図
書
館
勤
務
）
 
 


